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今回の定例会は 12月 5日（水曜日）から 21日（金曜日）まで行われます。 
 
「ぐんじとしのり」は、5 日（水曜日）午前 10 時 10 分頃から、まちづくり研究会（松本
隆志代表）を代表し、100分間の代表質問に立ちます。（今回は、12月議会最初の質問者と
して登壇し、印西市における「保育育児政策」、「教育行政のありかた」「牧の原地区の現状

と将来」の 3 点が質問のテーマです。（その内容は後述します。）お時間があるかたは、是
非とも傍聴にお越しください。 
 
傍聴を希望される方は、印西市役所５階にて諸手続きを行い、傍聴券の交付を受け、 
傍聴を行うことになります。尚、定員は 36名です。よろしくお願い致します。 
 

 ぐんじとしのり 12月定例会 代表質問内容  
 
1. 保育と育児の社会的、地域的支援について 
（１）子育て家庭の経済的負担の軽減の為に、印西市で行う以下の制度や支援はどのよう

なものであり、それは充分な援助といえるものか。 
① 乳幼児医療費助成制度 
② 保育料の適正化と負担軽減について 

（２）保育園の整備と拡充について 
子育て家庭のニーズに市内の保育園は対応しているのか？ 
① 待機児童の現状を把握しているのか。 
② 特別保育(夜間保育、休日保育、病児保育)のニーズをどのように現状とらえ、 
  具体的にいつ頃までにどのような保育ができるようになるのか。 

（３）子育て支援制度について 
多くの自治体で見られる以下の制度を印西市でも実施・検討していると考えるが、 
現状どのようなレベルで、今後いつ頃までにどこまで制度を整備していくのか。 
① 一時保育制度 
② 保育ママ制度 
③ 子育てに関する専門的な相談窓口の開設 

（４）苦情処理について 
① 保育と育児に関する苦情は市や保育園に何件寄せられ、その内容はどのような

ものであり、どのように対応したのか？ 
② 情報公開制度が確立されてからの保育と育児に関する情報公開請求はどのよう

なものであり、どのように対応したのか。 
 
２．学習指導要領の変更と教育行政のありかたについて 
  2002年度より学習指導要領が変更され、学校週５日制が始まります。文部科学省に 
  よると、この指導要領のもと「生きる力」を育む新しい学校教育を目指して「学校が 
  変わる」そうだが、本当に子供たちの為になるのであろうか。 
（１）特色ある学校づくりの推進のために印西市では何を行うつもりか。 
（２）総合的な学習の時間が新設されるが、何を行うのか。 
（３）中学校の「技術家庭科」で情報に関する基礎的な内容を必修としているようだが、

指導体制は充分であるか。 



３．牧の原駅圏の現状と将来に関して 
（１）南口の商業施設誘致について 
（２）「空地」の現状と将来について 
① 維持管理が充分でないように感ずるが、責任をもった維持管理はできないか。 
② 公団、企業庁はこの空き地に関してどのような将来像をもち、今後の実現に向

い、どのような活動を行ってきたか。また、具体的なデータはあるのか。 
（３）夜間通行するのに不安を覚える住民が多くいるのが現状である。印西市では住民の 
不安解消のためにどのような施策をもち、それはいつ頃実行されるのか。 

 

 行政視察に行ってきました。  
私が所属する「文教福祉常任委員会」では、11月 12日(月曜日)～14日（水曜日）まで、 
以下の日程で行政視察を行いました。 
 
 11月 12日(月曜日) 石川県松任市 
    －訪問型一時保育事業ならびに病後児の在宅保育サービスについて 
 11月 13日(火曜日) 石川県七尾市 
    －市民ふれあい福祉条例について（その制定経緯と現在の状況） 
    －商店街の子育てサロンについて 
 11月 14日(水曜日) 石川県金沢市 
    －シルバー人材センターの「託児ライセンス」について 
    －「生きがい情報作業センター」の見学 
     （小学校等の目的外使用について、使用許可に至るまでの手順について） 
 
三日間通して、それぞれの市の「保育と育児の社会的、地域的支援」を見学してきました。 
３つの市では他の市ではなかなか見られない独自のことを行っております。 
 
印西市では、どうでしょうか？ 
 
働いているお母様はもちろん、1日お子様についているお母様方への支援は充分だろうか？ 
子育て情報は充分行き届いているのだろうか？ 
子どもプランは策定されているが、充分機能しているでしょうか？ 
 
残念ながら、充実には程遠く、多くの課題があるのではなかろうかと考えました。 
2年前、現在の海老原市長は「子育て支援の充実」を訴え、市長に再選されましたが、 
ここ 2年の行政の動きをみていると首をかしげてしまいます。（例えば、この 2年間で「保
育園での『布団乾燥廃止』論議」「保育料の突然の値上げ*」等、公約をどう考えているの
か、「保育の後退」につながると思われることが話題になっております。） 
 *保育料の値上げに関しては、請願が出されており、12月議会で採否が決します。 
 この請願については改めて皆様にご報告させていただきます。 
 
今回の視察を通して、印西市では充分な支援ができているか、考える機会を得ました。 
また、文教福祉常任委員会で請願の審査に携わり、改めて印西市の「保育育児政策」の 
ありかたを問いたいと考え、今回の代表質問を行います。 
 
「印西市子どもプラン」に掲げる基本理念を参考までに掲載します。 
      
     子どもがいつも輝いて健やかに育つまち 
        安心して子どもを生み育てることができるまち 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。この紙面へのご批判、ご意見もお待ちいた

します。よろしくお願い申し上げます。               ぐんじとしのり 


